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大橋優雅君 11歳 今渡北小6年（川合） 前列左 
桂川諒也君 12歳 春里小6年（塩） 前列右 

纐纈梨緒さん 12歳 今渡北小6年（川合） 後列右 
大野祐史君 11歳 広見小6年（広見） 後列左 

大橋優雅君 11歳 今渡北小6年（川合） 前列左 
桂川諒也君 12歳 春里小6年（塩） 前列右 

纐纈梨緒さん 12歳 今渡北小6年（川合） 後列右 
大野祐史君 11歳 広見小6年（広見） 後列左 
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こ
れ
ま
で
の
経
緯 

　

昭
和　

・　

年
度
に
建
設
さ
れ
た
可
児
市

５４

６０

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
以
後
、「
旧
セ
ン
タ
ー
」

と
し
ま
す
）
は
、
約　

年
も
の
間
、
市
内
の

３０

小
中
学
生
の
給
食
を
作
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
に
老
朽
化
が
進
み
、
修
繕
を
必

要
に
応
じ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
文

部
省
（
現
・
文
部
科
学
省
）
か
ら
「
学
校
給

食
衛
生
管
理
の
基
準
」
が
示
さ
れ
、
抜
本
的

な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
６
月
に
新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー

１６

（
以
後
、「
新
セ
ン
タ
ー
」
と
し
ま
す
）
の
設

計
、
建
設
等
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
実
施
方
針
を
発
表
し

ま
し
た
。
業
者
の
選
定
を
経
て
、
大
森
に
あ

る
旧
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
お
い
て
平
成　

年
１７

７
月
か
ら
工
事
に
着
工
、
新
セ
ン
タ
ー
本
体

部
分
は
平
成　

年
１
月
で
完
成
、
事
業
者
で

１９

あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
可
児
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
㈱

か
ら　

年
３
月
に
市
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

１９

　

ま
だ
、
本
体
以
外
の
一
部
の
工
事
は
残
っ

て
い
ま
す
が
、
１
学
期
終
了
後
に
新
セ
ン
タ

ー
へ
の
移
転
、
職
員
研
修
を
行
い
、
こ
の
２

学
期
か
ら
可
児
市
立　

校
の
小
中
学
校
へ
給

１６

食
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式 

　

今
回
の
新
セ
ン
タ
ー
建
設
は
東
海
地
方
で

も
初
め
て
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、
こ
れ
ま
で
国
や
地
方
自
治

体
が
行
っ
て
き
た
社
会
資
本
整
備
や
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
可
能
な
部
分
に

つ
い
て
民
間
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
で
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
と
質
の
向
上
を
図
る
手
法
で

す
。
こ
の
手
法
の
利
用
に
よ
り
、
民
間
の
資

金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
共
事
業
に
注
入
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

可
児
市
で
は
、
民
間
事
業
者
で
あ
る
Ｐ
Ｆ

Ｉ
可
児
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
㈱
が
同
社
の

資
金
で
施
設
を
建
設
し
、
完
成
後
、
施
設
の

所
有
権
を
市
へ
移
し
、
施
設
の
維
持
管
理
・

給
食
運
搬
等
に
つ
い
て
は
同
社
が
行
い
、
調

理
業
務
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
市
が
行
っ
て

い
く
契
約
を
平
成　

年
３
月
に
締
結
し
ま
し

１７

た
。
こ
の
方
式
に
よ
り
、
建
設
時
の
初
期
投

資
を
抑
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
が

責
任
を
持
っ
て
給
食
を
供
給
し
て
い
く
体
制

が
整
い
ま
し
た
。

衛
生
管
理
の
徹
底 

●
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム

　

こ
れ
ま
で
は
調
理
室
の
床
面
を
水
で
流
す

こ
と
で
清
潔
に
保
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

調
理
室
は
大
量
の
湯
を
使
用
し
た
り
、
調
理

中
は
加
熱
を
す
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
細
菌

や
カ
ビ
が
繁
殖
し
や
す
い
高
温
多
湿
の
状
態

に
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
は
、
給
食

室
の
床
面
を
濡
ら
さ
ず
、
乾
い
た
（
ド
ラ
イ
）

状
態
で
使
用
す
る
も
の
で
、
細
菌
や
カ
ビ
の

繁
殖
を
抑
え
、
衛
生
面
で
の
向
上
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
調
理
区
域
の
独
立

　

調
理
・
配
缶
・
洗
浄
後
の
食
器
や
食
缶
を

保
管
す
る
と
こ
ろ
（
ま
と
め
て
「
調
理
区
域
」

と
呼
び
ま
す
）
は
特
に
細
菌
等
の
汚
染
が
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、
食
材
の

搬
入
か
ら
野
菜
の
皮
む
き
な
ど
を
行
う
下
処

理
区
域
お
よ
び
、
使
用
さ
れ
て
各
学
校
か
ら

返
っ
て
き
た
食
器
な
ど
を
洗
浄
す
る
洗
浄
区

域
と
、
調
理
区
域
を
明
確
に
区
分
し
ま
し
た

（
左
ペ
ー
ジ
図
１
階
の
太
線
部
分
）。

　

職
員
は
区
域
ご
と
に
そ
の
区
域
専
用
の
白

衣
に
着
替
え
、
履
物
も
替
え
ま
す
。
特
に
調

理
区
域
で
は
入
り
口
の
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
を
通

り
、
チ
リ
や
ホ
コ
リ
を
空
気
で
払
っ
て
か
ら

で
な
い
と
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

調理・運搬器具にも器具の縁に返し
を付けるなど、床に水を落とさないよう
な工夫が取り入れられていますエアシャワー
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食
器
は
温
か
み
の
あ
る
陶
磁
器
に 

　

現
行
の
ア
ル
マ
イ
ト
食
器
か
ら
、
一
般
家

庭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
食
器
よ
り
も
割
れ
に

く
い
高
強
化
磁
器
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に 

　

給
食
が
あ
る
日
は
毎
年
約
２
０
０
日
、
小

中
学
校
の
９
年
間
、
子
ど
も
た
ち
の
昼
食
は

学
校
給
食
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
取
る
こ
と
は
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
れ
か
ら
も
栄
養
は
も
ち
ろ
ん
、

給
食
内
容
を
よ
り
充
実
し
、
よ
り
お
い
し
い

給
食
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
る
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

問
合
先　

教
育
総
務
課
・
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー

●名 称／可児市学校給食センター
●本体構造／鉄骨造2階建
●延床面積／3,478．81㎡
●建 設 費／13億2,700万円
●調理能力／最大10,000食
●所 在 地／可児市大森25番地

新センターの施設概要 

新センター全景 

※出力30kwの太陽光発電設備を屋根に備えています。 

荷受室２ 検収室２ 魚肉下処理室 揚げ物・焼物室 

調　理 
準備室 コンテナ 

プール 
洗浄室 

調　理　室 

荷
受
室
１ 下処理室 

検収室１ 

和え物室 コ
ン
テ
ナ
室 

事務室 

一般区域 1F

2F

ＥＶ 

階段 

階 
段 

階 
段 

玄 
関 

調理研修室、会議室が設置され、料理教室や勉強会などにも対応できます。 

調理区域 下処理・洗浄区域 

洗浄室 

調理室 

下
処
理
室 

新食器には市の花であるバラをプリント



�

開票結果（得票数・敬称略）
●
市
議
会
議
員
選
挙
結
果
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
（
８
月　

日
）
に
よ
る
市
議
会

１０

議
員
選
挙
の
投
票
が
、
７
月　

日
午
前
７
時

２９

か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
市
内
三
十
カ
所
の
投

票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
に
は
、
定
数
二
十
二
人
に
対

し
て
三
十
一
人
が
立
候
補
。７
月　

日
の
告
示

２２

以
来
、激
し
い
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

投
票
日
当
日
の
市
議
選
の
有
権
者
数
は
七

万
五
千
六
百
八
十
二
人
、
投
票
者
数
は
五
万

二
千
二
百
三
十
七
人
で
投
票
率
は
六
十
九
・

〇
二
％
と
、
参
議
院
通
常
選
挙
と
の
同
日
選

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
過
去
３
回
を
上
回

る
高
い
投
票
率
で
し
た
。

　

開
票
は
、
午
後
９
時
か
ら
広
見
公
民
館
ゆ

と
り
ピ
ア
で
行
わ
れ
、
現
職
十
一
人
、
元
職

三
人
、新
人
八
人
の
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

お
詫
び

　

開
票
事
務
に
お
い
て
、
集
計
・
発
表
が
予
定

よ
り
大
変
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

●
議
会
の
新
体
制
に
つ
い
て

　

八
月
十
五
日
に
第
３
回
可
児
市
議
会
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、議
長
に
肥
田
正
志
さ
ん（
大

森
・　

歳
）、
副
議
長
に
小
村
昌
弘
さ
ん
（
兼

７０

山
・　

歳
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

６８

市
議
会
議
員
選
挙

　

市
政
を
担
う
顔
ぶ
れ
決
定

得票数

①民　主・新佐 伯 哲 也２９１４当選１

①公　明・新山 田 喜 弘２３８３当選２

⑥無所属・元亀 谷　 光２３７９当選３

①公　明・新野 呂 和 久２３７０当選４

①無所属・新川 合 敏 己２３５０当選５

⑥無所属・元可 児 慶 志２２０４.６８３当選６

①無所属・新澤 野　 伸２１６５当選７

⑧無所属・現渡 辺 重 造２０９６当選８

①無所属・新川 上 文 浩１９７２当選９

③共　産・前伊 藤 健 二１９６３当選１０

①無所属・新天 羽 良 明１９４３当選１１

⑥無所属・現芦 田　 功１９３３当選１２

⑤無所属・現橋 本 敏 春１８８６当選１３

⑤共　産・現冨 田 牧 子１８６２.２８７当選１４

③無所属・現小 川 富 貴１８３６当選１５

⑨無所属・現林　 則 夫１７８９当選１６

⑤無所属・現柘 植　 定１７１９当選１７

⑤無所属・現肥 田 正 志１６９６.５５１当選１８

③無所属・元山 根 一 男１５６６当選１９

④無所属・現可 児 教 和１５６１.３１６当選２０

①無所属・新酒 井 正 司１３７７.４４８当選２１

②無所属・現小 村 昌 弘１３１８当選２２

無所属・現山本外代彦１２７１

無所属・新玉 置 武 司１２２１

無所属・現冨 田　 清１０２９.７１２

無所属・現角　 眞一郎１０１９

無所属・現永 井 孝 昌９７３

無所属・元闍 木 利 行８７０

無所属・新千 藤 伸 寿７３７

無所属・新西 尾 千 春７０６

無所属・新奥 村 俊 也１６６

※小数を含む得票数は、あん分された票を含んでいます。

【
副
議
長
】　

小　

村　

昌　

弘

　

よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
の
地
域

づ
く
り
を
！

　

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
、
本
市
に

お
い
て
も
社
会
保
障
を
は
じ
め
、
新
た
な

時
代
に
対
応
し
た
施
策
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
議
会
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
市
議
会
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
市
民

の
皆
さ
ま
の
代
表
機
関
で
あ
り
ま
す
。
常

に
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
協
働

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

何
と
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議　

長
】　

肥　

田　

正　

志

　

議
員
定
数
を
削
減
し
、
よ
り
活
性
化
し

た
市
議
会
へ
！

　

本
市
の
行
財
政
状
況
は
、
年
々
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
当
面
す
る
重
要
課
題
も

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
に
お
い
て

も
議
員
定
数
を　

人
に
削
減
し
、
改
選
を

２２

い
た
し
ま
し
た
。
地
方
分
権
の
改
革
が
進

む
中
、
さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
の
た
め
、

精
一
杯
、
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
議
会
・
市
政
を

実
現
す
る
た
め
、
粛
々
と
議
会
運
営
に
あ

た
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ま
た
、
こ
の
臨
時
会
で
は
、
議
会
の
委
員

会
構
成
な
ど
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
監
査
委
員
の
選
任

　

議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
、
林
則
夫
さ
ん

（
羽
崎
・　

歳
）
が
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任

７１

さ
れ
ま
し
た
。

●
委
員
会
の
構
成

　

議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
の
構
成

は
次
の
通
り
で
す
。（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副

委
員
長
、
敬
称
略
）

▼
議
会
運
営
委
員
会
（
８
人
）

◎
柘
植
定
、
○
渡
辺
重
造
、
林
則
夫
、
橋
本

敏
春
、
冨
田
牧
子
、
可
児
教
和
、
山
根
一

男
、
山
田
喜
弘

▼
総
務
企
画
委
員
会
（
８
人
）

◎
渡
辺
重
造
、
○
柘
植
定
、
林
則
夫
、
可
児

慶
志
、
小
川
富
貴
、
山
田
喜
弘
、
川
上
文

浩
、
澤
野
伸

▼
建
設
経
済
委
員
会
（
７
人
）

◎
橋
本
敏
春
、
○
山
根
一
男
、
亀
谷
光
、
肥

田
正
志
、
伊
藤
健
二
、
川
合
敏
己
、
酒
井

正
司

▼
文
教
福
祉
委
員
会
（
７
人
）

◎
可
児
教
和
、
○
冨
田
牧
子
、
芦
田
功
、
小

村
昌
弘
、
天
羽
良
明
、
野
呂
和
久
、
佐
伯

哲
也

　

こ
の
体
制
で
本
格
的
な
審
議
が
な
さ
れ
る

の
は
、
今
月
開
催
予
定
の
第
４
回
可
児
市
議

会
定
例
会
か
ら
で
す
。

●
問
合
先　

○
選
挙
に
関
し
て
＝
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局（
総
務
課
内
）　

○
議
会
に

関
し
て
＝
議
会
事
務
局

小 村 昌 弘
（兼山・６８）②

肥 田 正 志
（大森・７０）⑤

山 根 一 男
（若葉台・５０）③

可 児 教 和
（塩河・６８）④

酒 井 正 司
（鳩吹台・６４）①

柘 植　 定
（川合・７０）⑤

川 合 敏 己
（下恵土・４１）①

佐 伯 哲 也
（若葉台・３７）①

山 田 喜 弘
（長坂・４９）①

亀 谷　 光
（若葉台・５９）⑥

野 呂 和 久
（下恵土・４４）①

伊 藤 健 二
（土田・５４）③

可 児 慶 志
（桜ケ丘・６０）⑥

澤 野　 伸
（土田・３３）①

渡 辺 重 造
（塩・６２）⑧

川 上 文 浩
（広見・４６）①

林　 則 夫
（羽崎・７１）⑨

芦 田　 功
（今渡・６５）⑥

橋 本 敏 春
（中恵土・６７）⑤

冨 田 牧 子
（緑・５６）⑤

小 川 富 貴
（桜ケ丘・５７）③

天 羽 良 明
（下切・３５）①

当
選
さ
れ
た　

人
の
皆
さ
ん
で
す
。

２２

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

※
写
真
は
右
上
か
ら
得
票
順
、
敬
称
略
。
年
齢
は
９
月
１
日
現
在
。
○
内
の
数
字
は
当
選
回
数
。
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　９月１０日は「下水道の日」、１０月１日は「浄化槽の日」です。合併浄化槽の設置や下水道への接続によ

り、生活排水を浄化して、きれいな川を取り戻しましょう。

　市は快適で健康な生活環境の確保と公共水域の水質保全を図るために、下水道を整備しています。ま

た、下水道整備ができない地区では合併浄化槽の設置を進めています。合併浄化槽の設置や下水道への

接続には、「合併浄化槽設置補助金」「下水道接続費用の融資あっせん、利子補給」など

の助成制度がありますので、詳しくは市へお問い合わせください。

　なお、可児市の下水道事業の経営状況について平均的な家庭（１世帯で１カ月に出る

平均排水量は２８�）を例としてお知らせします。

※平成１７年度実績

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななななななななななななななででででででででででででででででででででででででででででででででで川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川をををををををををををををををををををををををををををををををををきききききききききききききききききききききききききききききききききれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいにににににににににににににににににににににににににににににににににみんなで川をきれいに
しししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！しましょう！

　下水道事業は「公衆衛生の向上」「浸水対策」「水質保全」に大きく寄与しているため、下水道料金

（４,３７８円／月）でまかなえない不足額（５,１３０円／月）を一般会計（税金）から補填しています。

　今後も引き続き、経営の安定化に努めてまいりますので、皆様のご協力をお願いします。

●問合先　下水道課、上下水道業務課

年　　　額月　　　額

１１４,０９６円９,５０８円汚 水 処 理 に 必 要 な 料 金

５２,５３６円４,３７８円現 在 の 下 水 道 料 金

６１,５６０円５,１３０円不足額（一般会計繰出金）

下水道整備区域外の皆様へ
合併処理浄化槽の設置をお願いします。

　下水道の整備が困難な地域にお住まいで、現在、「汲み取りトイレ」や「単

独処理浄化槽」（トイレの汚水だけを処理する浄化槽）をお使いの人は、高性

能で安定した処理能力があり放流水もきれいな「合併処理浄化槽」への設置

換えをお願いします。合併処理浄化槽への設置換えには、

市の補助金制度や設置後の維持管理をすべて市で行う個

別排水処理施設維持管理制度もありますので、下水道課

までお気軽にご相談ください。 日本下水道協会
マスコットキャラクター
「スイスイ」

下水道シンボルマーク
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年金記録確認第三者委員会がスタートしました 

年金時効特例法により、記録訂正による年金の増額分は、時効により消滅した 
分を含めて、ご本人または、遺族の方へ全額をお支払いします。 

問合先　【内容について詳しくお知りになりたい方は】 

確かに納付したにもかかわらず、年金記録や領収書などがない方々のために、ご本人の立場に立って
公正に判断する仕組み「年金記録確認第三者委員会」がスタートしました。

今までは
年金記録が訂正された結果、年金が増額した場合でも、時効消滅により直近の５年間分に限ってお支

払いしていました。

これからは
年金時効特例法の成立により、時効消滅した部分も全期間さかのぼってお支払いします。
対象となるのは
Ⅰ．既に年金記録が訂正されている方
① 年金記録の訂正により年金額が増えた方
② 年金記録の訂正により年金の受給資格が確認され、新たに年金をお支払いすることになった方
③ ①や②に該当する方が、亡くなられている場合には、そのご遺族の方
Ⅱ．今後、年金記録が訂正される方
① 今後、年金記録が訂正された結果、上記①～③と同じように年金額が増える方

相談者

年金記録の
確認依頼

第三者委員会
への申し込み

社会保険
事務所

総 務 省
第三者委員会

社会保険庁

回答
（記録不存在）

転送

審議 結論

通知

記録の訂正

年金額に反映

①

②

③ ④

⑦

⑤ ⑥

⑧

●美濃加茂社会保険事務所 10574‐25‐8181（平日8：30～17：00）
●「ねんきんダイヤル」 10570‐05‐1165（平日8：30～17：15）
●ホームページ 第三者委員会は総務省 （http：//www.soumu.go.jp/）

年金時効特例は社会保険庁 （http：//www.sia.go.jp/）
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に
も
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
の
悪
化
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
血
管
疾
患
、
女
性
の
場

合
は
、
低
体
重
児
出
産
な
ど
に
も
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。こ

ん
な
症
状
は
歯
周
病
の
兆
候
で
す

○
朝
起
き
た
と
き
、
口
の
中
が
ね
ば
ね
ば
し

た
り
変
な
味
が
す
る

歯
周
病
の
原
因
は
？

　

歯
周
病
は
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯
こ
う
）
が
た

ま
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。プ
ラ
ー
ク
は
、

食
べ
物
の
中
の
糖
分
と
、
口
の
中
に
存
在
す

る
細
菌
に
よ
っ
て
で
き
ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
の

　

％
は
細
菌
で
、
プ
ラ
ー
ク
１
ミ
リ
グ
ラ
ム

７０当
た
り
約
３
０
０
種
、
１
億
個
以
上
の
細
菌

が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
が
進
行
す
る
と
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が

生
じ
、
さ
ら
に
プ
ラ
ー
ク
量
が
増
え
る
と
症

状
も
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。〈
下
図
参
照
〉

歯
周
病
っ
て
ど
ん
な
病
気

　

歯
周
病
は
、
歯
を
支
え
る
周
り
の
組
織
に

起
こ
る
病
気
で
す
。
歯
の
周
り
に
は
、
歯
を

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
（
歯
肉
、
歯
根
膜
、

セ
メ
ン
ト
質
、
歯
槽
骨
）
が
あ
り
、
こ
の
部

分
が
細
菌
に
感
染
し
、
炎
症
と
破
壊
が
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
進
行
す
る
に
つ
れ
て
歯
の
周
り
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
全
身
疾
患
の
要
因

○
歯
を
み
が
く
時
、
歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
る

○
歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
た
り
痛
む
こ
と
が
あ

る
○
む
し
歯
が
無
い
の
に
、
冷
た
い
も
の
が
歯

に
し
み
て
痛
い

○
口
臭
が
あ
り
、
口
が
臭
い
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る

○
歯
と
歯
の
間
に
よ
く
食
べ
物
が
は
さ
ま
る

○
歯
が
ぐ
ら
ぐ
ら
動
く
感
じ
が
あ
る

い
つ
ま
で
も
健
康
な
歯
を

　

一
人
平
均
の
現
在
歯
数
は
、　

歳
で　

本
、

２０

２９

　

歳
で　

本
、　

歳
で　

本
と
、
ほ
ぼ　

年

３０

２８

４０

２７

１０

で
１
本
ず
つ
減
っ
て
い
き
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

　

歳
で　

本
、　

歳
で　

本
、　

歳
で　

本

５０

２５

６０

２１

７０

１５

と
な
り
、　

歳
を
境
に
し
て
急
速
に
自
分
の

４０

歯
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。〈
下
表
参
照
〉

　

歯
周
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

健
康
増
進
課

歯
を
失
う
原
因
と
な
る
歯
周
病
。 

そ
の
予
防
の
た
め
に
は
、ま
ず
ど
ん
な
病
気
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

し
っ
か
り
予
防
し
て
、い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
を
健
康
に
保
ち
、 

健
や
か
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 プラーク 

吸収された 
歯槽骨 

赤く 
腫れた 
歯肉 
 

歯肉 

歯根膜 

歯槽骨 

歯周 
ポケット 

可児市歯周病検診
　歯周病を早期発見するために、市は歯周病検診を実

施します。対象年齢は平成１９年４月１日現在で４０歳、

４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳、７０歳です。

　個人負担金は５００円ですが、生活保護法による被保護

世帯に属する人や老人保健法医療受給者証をお持ちの

人、昭和１１年４月２日～昭和１２年４月１日生まれの人

は無料です。

　詳しくは、健康増進課まで問い合わせてください。
８５
〜 

８０
〜
８４ 

７５
〜
７９   

７０
〜
７４ 

６５
〜
６９ 

６０
〜
６４ 

５５
〜
５９ 

５０
〜
５４ 

４５
〜
４９ 

４０
〜
４４
 

２７.５ 
 

（本） 

２６.４ 
２４.８ 
 

２３.６ 

２１.３ 
１８.３ 
 

１５.２ 

１０.７ 
 

８.９ 
 

６.０ 
 

３０.０ 

２５.０ 

２０.０ 

１５.０ 

１０.０ 

５.０ 

０ 

１人平均現在歯数 

参考：厚生労働省「平成１７年歯科疾患実態調査」 

（歳） 
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昨
年
の　

月
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
「
法

１０

テ
ラ
ス
」
と
今
年
７
月
に
設
置
さ
れ
た
「
法

テ
ラ
ス
可
児
法
律
事
務
所
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

（
法
テ
ラ
ス
）
っ
て
な
に
？

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
総
合
法
律

支
援
法
（
平
成　

年
６
月
２
日
公
布
）
に
基

１６

づ
き
、
平
成　

年
４
月　

日
、
独
立
行
政
法

１８

１０

人
の
枠
組
み
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で

す
。
民
事
・
刑
事
を
問
わ
ず
、
全
国
ど
こ
で

も
、
法
に
よ
る
紛
争
の
解
決
に
必
要
な
情
報

や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
合
法
律
支
援
法
上
の
正
式
名
称
は
「
日

本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
、
そ
の
愛
称
は

「
法
テ
ラ
ス
」
で
す
。
こ
の
愛
称
は
、「
法
で

社
会
を
明
る
く
照
ら
し
た
い
。」「
陽
当
た
り

の
良
い
テ
ラ
ス
の
よ
う
に
皆
様
が
安
心
で
き

る
場
所
に
し
た
い
。」と
い
う
思
い
を
込
め
て

作
ら
れ
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

法
テ
ラ
ス
は
、
次
の
５
つ
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①　

情
報
提
供
業
務

　

利
用
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
内
容
に
応

じ
て
、
法
制
度
に
関
す
る
情
報
や
、
相
談

機
関
・
団
体
等
（
弁
護
士
会
、
司
法
書
士

会
、
地
方
公
共
団
体
の
相
談
窓
口
等
）
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

②　

民
事
法
律
扶
助
業
務

　

資
力
の
乏
し
い
方
に
対
し
て
無
料
法
律

相
談
を
行
い
、
必
要
な
場
合
に
法
律
の
専

門
家
を
紹
介
し
、
裁
判
費
用
や
弁
護
士
費

用
・
司
法
書
士
費
用
の
立
て
替
え
を
行
い

ま
す
。

③　

司
法
過
疎
対
策
業
務

　

法
テ
ラ
ス
に
常
勤
す
る
弁
護
士
（
ス
タ

ッ
フ
弁
護
士
）
等
を
「
身
近
に
法
律
家
が

い
な
い
地
域
」
に
派
遣
し
、
法
律
家
の
不

在
等
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
解
決
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
た
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

④　

犯
罪
被
害
者
支
援
業
務

　

犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
ご
家
族

の
方
等
に
対
し
、
刑
事
手
続
へ
の
適
切
な

関
与
や
お
受
け
に
な
っ
た
損
害
・
苦
痛
の

回
復
・
軽
減
を
図
る
た
め
の
制
度
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

⑤　

国
選
弁
護
関
連
業
務

　

刑
事
事
件
の
国
選
弁
護
人
候
補
の
指
名

お
よ
び
裁
判
所
へ
の
通
知
、
国
選
弁
護
人

に
対
す
る
報
酬
・
費
用
の
支
払
い
な
ど
の

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
法
テ
ラ
ス
岐
阜
地
方
事
務
所

（
所
在
地　

岐
阜
市
美
江
寺
町
１
丁
目　

番
２７

地　

第
一
住
宅
ビ
ル
２
階
）
を
設
置
し
こ
れ

ら
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、法
テ
ラ
ス
の
詳
細
な
業
務
内
容
は
、

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp
：
//w
w
w
.h
ou
terasu

.or.jp
/

【
法
テ
ラ
ス
可
児

　
　
　

法
律
事
務
所
に
つ
い
て
】

　

岐
阜
地
方
裁
判
所
御
嵩
支
部
管
内
は
、
弁

護
士
１
人
あ
た
り
管
内
人
口
が
約　

万
人
に

２２

も
達
す
る
「
司
法
過
疎
地
域
」
で
す
。（
ご
参

考
ま
で
に
、
東
京
都
の
弁
護
士
１
人
あ
た
り

管
内
人
口
は
約
１
１
４
０
人
、
岐
阜
地
方
裁

判
所
本
庁
管
内
の
弁
護
士
１
人
あ
た
り
管
内

人
口
は
約
１
万
２
０
０
０
人
で
す
。）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
法
テ
ラ
ス
で

は
本
年
７
月
、
上
記
③
司
法
過
疎
対
策
業
務

の
一
環
と
し
て
、
御
嵩
支
部
管
内
に
「
法
テ

ラ
ス
可
児
地
域
事
務
所
・
法
テ
ラ
ス
可
児
法

律
事
務
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
法
テ
ラ
ス

が
司
法
過
疎
地
域
に
「
地
域
事
務
所
・
法
律

事
務
所
」
を
設
置
す
る
の
は
、
こ
れ
で
全
国

７
カ
所
目
と
な
り
ま
す
。

　

法
テ
ラ
ス
可
児
法
律
事
務
所
に
は
、
法
テ

ラ
ス
の
常
勤
弁
護
士
が
赴
任
し
て
お
り
、
一

般
の
民
事
事
件
・
刑
事
事
件
を
受
任
し
て
い

ま
す
。（
所
在
地　

可
児
市
広
見
１
�　

�
１

３４

三
洋
堂
ビ
ル
１
階
）　

●
問
合
先　
　

法
テ
ラ
ス
可
児
法
律
事
務
所

�
０
５
０
�
３
３
８
３
�
０
０
０
５

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー（
法
テ
ラ
ス
）の
ご
紹
介 

日本司法支援センター（法テラス）無料法律相談のお知らせ
　日本司法支援センター（法テラス）では、業務開始１周年にあたる１０月の第１週に、全国一斉法律相談援助を
実施します。
　法テラス岐阜・可児でも１０月１日、下記の要領で無料法律相談（法律扶助相談）を行います。
　不動産、相続、離婚、金銭トラブル、交通事故など法律問題全般について相談をお受けしています。お気軽にご
利用ください。
●相談日　１０月１日（月）午後１時～４時 ●場　　所　可児市総合会館５階大ホール（市役所向かい）
●相談員　弁護士、司法書士 ●相談時間１人当たり３０分程度
●対象者　同居家族全体の手取り月収額（賞与を含む）が下記金額以下の方
　　　　　・単身者　１８２,０００円以下　　・２人家族　２５１,０００円以下
　　　　　・３人家族　２７２,０００円以下　・４人家族　２９９,０００円以下
　（以下、同居家族が１人増えるごとに３０,０００円を加算した金額を基準とします）
●利用方法　予約優先制です。９月１８日（火）から９月２８日（金）の平日午前９時から午後５時まで予約を受け付けます。
※法テラス可児地域事務所（電話番号０５０-３３８３-０００５）へ電話をして、ご予約の上ご来場ください。（なお、予約多
数の場合、予約受付を終了する場合がございますのでご了承ください。）

● 

● ● 

● 

● 

銀行 

銀行 

N

銀行 

可児川 

至美濃加茂 

可児市役所 
 

主
要
地
方
道 

可
児
金
山
線 

可児市総合会館 

可児市役所前 
（東鉄バス） 

公園 

県道御嵩可児線 
至
可
児
駅 至多治見 

JA

広見5丁目（さつき） 
コミュニティバス 
 

至
御
嵩
イ
ン
タ
ー 

GS
法テラス可児 
（三洋堂ビル1F） 

 

法テラス可児 

至
新
可
児
大
橋 
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７
月　

日
に
、
め
だ
か
の
が
っ
こ

１６

う
の
「
カ
ワ
ゲ
ラ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
だ
い
が
く
の
せ
ん
せ

い
の
は
な
し
を
き
き
ま
し
た
。
し
ゃ

し
ん
や
ス
ラ
イ
ド
を
つ
か
っ
て
、
む

し
や
さ
か
な
の
べ
ん
き
ょ
う
を
し
ま

し
た
。

　

つ
ぎ
は
バ
ス
に
の
っ
て
、
か
に
川

へ
い
き
ま
し
た
。
か
に
川
は
す
こ
し

き
た
な
い
水
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
川
の
な
か
に
７
し
ゅ
る

い
の
む
し
や
さ
か
な
が
い
ま
し
た
。

び
っ
く
り
し
た
の
は
ホ
タ
ル
の
こ
ど

も
の
え
さ
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
い
る

こ
と
で
し
た
。

　

ホ
タ
ル
が
た
く
さ
ん
す
め
る
き
れ

い
な
川
に
な
る
と
い
い
な
。

川
に
つ
い
て
し
ら
べ
た
よ

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

　
　
　
　
　
　
　

●
肥
田
康
佑
君
（
広
見
小
１
年
）

　

８
月
５
日
に
、
さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
の
わ
く
わ
く
体
験
館
で
行

わ
れ
た
「
は
い
ビ
ン
で
風
り
ん
を
作

ろ
う
！
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
ビ
ン
を
え
ら
び
ま
し

た
。
大
き
い
ビ
ン
よ
り
小
さ
い
ビ
ン

の
方
が
高
い
音
が
し
そ
う
だ
っ
た
の

で
、
小
さ
い
ビ
ン
に
し
ま
し
た
。

　

ビ
ン
の
切
り
た
い
と
こ
ろ
に
キ
ズ

を
つ
け
て
と
て
も
熱
い
ぼ
う
の
上
で

ビ
ン
を
こ
ろ
が
し
ま
す
。
手
ぶ
く
ろ

を
し
て
い
て
も
手
が
熱
か
っ
た
で

す
。

　
「
ビ
シ
ッ
」
と
音
が
し
て
、
お
姉
さ

ん
に
ビ
ン
を
た
た
い
て
も
ら
っ
た

ら
、ビ
ン
が
き
れ
い
に
わ
れ
ま
し
た
。

　

風
り
ん
の
お
も
り
を
つ
け
て
、
次

に
絵
の
具
で
絵
を
か
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
水
玉
と
音
ぷ
の
絵
に

し
ま
し
た
。
と
て
も
す
ず
し
そ
う
な

風
り
ん
が
で
き
ま
し
た
。

　

音
も
と
て
も
き
れ
い
な
音
が
し
ま

し
た
。

　

ビ
ン
を
切
る
の
が
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

廃
ビ
ン
で
の
風
り
ん
作
り

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

　
　
　
　
　
　
　

●
伊
藤
稚
菜
さ
ん
（
旭
小
４
年
）

集中してビンをを切ったよ 可児川の水質を調べる肥田君

▲出来上がった風鈴を持つ伊藤さん（左）

透
明
度
が
分
か
っ
た
よ



次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

社会福祉に… 
●長坂方円同好会　●貴代秀ファンクラブ 

かわいいお子さんの写真募集中！ 
宛先 郵送 〒509-0292　 

広見一丁目１番地 
　　「こっちむいてパシャッ」係 

メール kouhou@city.kani.lg.jp（250キロバイト～
1.5メガバイト程度で撮影） 
※お子さんの名前（ふりがな）、生年月日、保護者
の氏名、住所、電話番号、コメントを30文字程度
明記してください。 
　（写真はデータ、プリントどちらでも可） 

グリーンローズ　Green Rose（1845年以前） 

 

　その名が示すとおり緑色の花が咲くユニークなオー

ルドローズ。ともすると花に気づかず通り過ぎてしまいが

ちなほど、目立たない可哀想な？バラです。 

　世界のバラ園内、『オールドローズの小径』にてご覧

いただけます。 

 

 

 

 （文・写真　花フェスタ記念公園） 

緑のバラの花！？ 

１５ 

広報かに ２００７.９.１��
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可
児
夏
ま
つ
り
２
０
０
７ 

お
ど
ろ
ま
い
か
！
可
児
の
夏 

1

８/１１～１２ 
　

８
月　

日
、　

日
、「
可
児
夏
ま
つ
り
２
０

１１

１２

０
７
」
が
、
ふ
る
さ
と
川
公
園
（
市
役
所
北

側
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
は
、
盆
踊
り
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
ほ

１１
か
、
噴
き
上
げ
花
火
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特

殊
煙
火
の
音
と
光
が
会
場
に
あ
ふ
れ
、
夏
ま

つ
り
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の　

日
は
、
魚
つ
か
み
や
風
鈴
絵

１２

描
き
な
ど
夏
な
ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
つ
り
の
締
め
く
く
り

は
、
総
踊
り
・
盆
踊
り
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
。

「
お
ど
ろ
ま
い
か
コ
ン
テ
ス
ト
」も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
内
各
地
で
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
矢
戸
の
南
宮
神
社
で 
灯
籠 
祭

と
う
ろ
う

２２

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
矢
戸
は
戦
前
か
ら

 
狂 
き
ょ
う 

俳 
が
盛
ん
な
土
地
で
、
こ
の
日
、
南
宮
神

は
い

社
の
参
道
の
両
脇
に
は
、
地
元
の
俳
句
会
の

会
員
が
作
っ
た
俳
句
や
狂
俳
と
、
句
に
ち
な

ん
で
描
か
れ
た
風
流
な
絵
が
、
灯
籠
に
貼
っ

て
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

７
月　

日
・　

日
に
は
、
羽
崎
で 
洞
窟 
祭

ど
う
く
つ

２８

２９

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
戦
時
中

の
軍
需
工
場
用
に
掘
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
跡
を

利
用
し
て
行
わ
れ
る
祭
り
で
、
ひ
ん
や
り
と

気
持
ち
い
い
洞
窟
内
は
、
家
族
連
れ
や
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

各
地
の
夏
祭
り 

郷
土
に
伝
わ
る
夏
祭
り 

2

７月 

華やかな噴き上げ花火

みんなで踊ろう！

　

ま
た
、
７
月　

日
に
は
土
田
の
白
鬚
神
社

３１

で
、 
茅 
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
無
病
息
災
を
祈
る

ち

輪
く
ぐ
り
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 
茅 
の
輪

ち

は
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
毎
年
、
祭
り

当
日
に
竹
の
芯
に
か
や
や
笹
の
葉
を
巻
き
つ

け
て
作
ら
れ
ま
す
。

風流な灯籠が並ぶ南宮神社

愉快な大道芸

子どもに大人気！魚つかみ

かやで作られた輪をくぐります 大勢の人でにぎわった洞窟祭り
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夏
休
み
期
間
中
、
子
ど
も
を
対
象
に
た
く

さ
ん
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月　

日
、
子
ど
も
た
ち
に
科
学
に
親
し

２７

ん
で
も
ら
お
う
と
、
南
帷
子
小
学
校
校
長
の

小
柳
欣
也
さ
ん
を
講
師
に
「
楽
し
い
科
学
」

が
帷
子
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
々
利
の
陶
芸
苑
で
は
、
７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
親
子
陶
芸
教
室
が
開
催
さ
れ
、
参

加
し
た
親
子
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
器
作
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
７
日
に
は
、
藍
の
生
葉
を
用

い
て
ハ
ン
カ
チ
な
ど
を
染
め
る
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
講
座 

思
い
出
い
っ
ぱ
い
作
っ
た
よ 

3

７～８月 

ア
ー
ラ
祭 

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
満
載 

4

７／２９ 
　

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
を
親
子
で
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
毎
年
夏
に　

可
児
市
文
化
芸

（財）

術
振
興
財
団
が
開
催
し
て
い
る
恒
例
行
事
の

「
ア
ー
ラ
祭
」
が
、
７
月　

日
に
可
児
市
文
化

２９

創
造
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
劇
場
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
小
劇
場
で
は
ア
ー

ラ
演
劇
部
に
よ
る
演
劇
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ん
し
ろ
う
絵
本
ラ
イ
ブ
や
「
え
ぷ
ろ
ん

座
」の
人
形
劇
、「
可
児
っ
こ
し
ん
ち
ゃ
ん
」の

作
者
赤
座
ひ
で
は
る
さ
ん
の
似
顔
絵
コ
ー
ナ

ー
に
は
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
詰
め
掛
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
が
ん
た
く
を
取
ろ
う
」
コ
ー
ナ
ー

　

そ
の
ほ
か
、
各
ユ
ニ
ッ
ク
や
公
民
館
な
ど

で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
夏
休
み
で
し
た
。

▲石に絵を描いたよ

で
は
歌
舞
伎
の
く
ま
ど
り
を
し
た
子
ど
も
た

ち
が
ま
わ
り
の
大
人
た
ち
の
視
線
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、美
術
ロ
フ
ト
や
音
楽
ロ
フ
ト
、

屋
外
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

実験にワクワク（楽しい科学）

完成！（藍染め）親子で楽しく（陶芸教室）

来場者も参加したワークショップ

迫力満点！アフリカン太鼓の演奏
目線も決まってるでしょ？�
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催
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E
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

土曜窓口 

　市は、毎月第１、３土曜日（祝日を除く）に、市民課と税務課
で証明書発行業務などを行っています。 
●時間　午前８時３０分～午後５時１５分 
●場所　市役所（入口は庁舎西口） 
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書・各種税
務証明書の発行、印鑑登録・廃止の手続き、戸籍の届け
出の受け付け、納税相談 

※住所変更はできません。（外国人についても同様です） 

土曜窓口 

9/1貍・9/15貍・10/6貍 

可
児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー 

ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

●
期
日　
　

月
８
日
（
土
）

１２

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
（
午
後
零
時　

３０

３０

分
開
場
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
出
演　

パ
イ
ロ
ン（
ア
・
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ
）

●
曲
目　

涙
そ
う
そ
う
、千
の
風
に
な
っ
て
、

世
界
に
１
つ
だ
け
の
花
な
ど

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
電
話
番
号
、

託
児
・
車
椅
子
の
希
望
の
有
無
を
、
返
信

あ
て
名
欄
に
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
可

児
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
〒
５
０
９
�

０
２
０
３
下
恵
土
５
１
６
６
�
１
総
合
会

館
分
室
内
）
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　
　

月　

日
（
水
）
当
日
消
印

１０

３１

有
効

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー　

�
�
７
９
９
０

千
と
せ
会 

踊
り
の
つ
ど
い
を
開
催

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

１６

●
時
間　

午
後
１
時
〜
（
午
後
零
時　

分
開

３０

場
）

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

会
員
に
よ
る
踊
り
の
発
表

●
入
場
料　

無
料

　

問
合
先　

同
会
の
大
澤
千
恵
子
さ
ん

 

�
�
０
７
４
６

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
開
催

　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
は
、
施
設
を
開
放
し

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
る
「
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

１６

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

１０

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
（
可
児
警
察

署
西
）

●
内
容　

バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
シ
ョ
ー
、ソ
ー
ラ
ン
踊
り
、

授
産
製
品
の
販
売
な
ど

　

問
合
先　

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児

 

�
�
３
７
１
１

パイロン

９月２２日（土）、２３日（日）は入園無料
●開園時間　午前９時～午後５時（入園は午後４時３０
分まで）
●主なイベント・展示
　北海道物産展 
　デパートなどでおなじみの北海道物産展が、花フェ
スタにやって来ます。
　寄せ植え華道発表会 
　寄せ植え華道の３級～師範の検定作品を展示します。
※２３日は午後３時で終了します。
　森のめぐみ塾「手作り楽器で小鳥と会話」（２３日のみ） 

　鳥のさえずりのような音が出る「バードコール」を
作ります。
�時間　午前１０時～午後４時
�定員　３０人（先着順）
�参加費　１,０００円
　　　　　（材料費）
※事前の申し込みが必要です。
●申込・問合先
　花フェスタ記念公園
　��７３７３ バードコール
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可
児
市
文
化
協
会
洋
楽
部 

発
声
講
習
会
を
開
催

●
期
日　

９
月　

日
（
月
・
祝
）

１７

●
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
講
師　

松
波
千
津
子
さ
ん
（
名
古
屋
芸
術

大
学
准
教
授
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
月
）

１０

　

申
込
・
問
合
先　

同
部
の
後
藤
さ
ん

 

�
�
０
２
５
７
・
�
�
４
４
７
１

か
に
家
庭
教
育
研
究
会 

家
庭
教
育
に
つ
い
て
学
ぼ
う

●
期
日　

９
月　

日
（
火
）

１８

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）

●
内
容　

人
間
性
を
育
て
る
親
子
の
触
れ
合

い
、
上
手
な
兄
弟
の
育
て
方

●
講
師　

谷
口
育
子
さ
ん
（
同
会
）

●
参
加
費　

１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

問
合
先　

同
会
の
丸
田
さ
ん

 

�
�
６
２
３
１

虹
の
広
場
を
進
め
る
会 

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　

地
域
の
交
流
を
目
指
す
合
同
イ
ベ
ン
ト

「
虹
の
広
場
２
０
０
７
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
月
・
振
休
）

２４

●
時
間　

午
前　

時
〜

１０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
リ
フ
ォ
ー
ム
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど

●
入
場
料　

無
料

　

問
合
先　

福
祉
の
店
「
く
る
み
」

 

�
�
７
９
５
４

Ｒ
ｅ
・
Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー 

も
う
一
度
働
き
た
い
人
の
た
め
に

　

市
は
、（
財
）　

世
紀
職
業
財
団
と
共
催
で
、

２１

育
児
、
介
護
な
ど
の
た
め
退
職
し
、
将
来
再

就
職
を
目
指
す
人
を
対
象
に
、
再
就
職
準
備

の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
水
）、　

日
（
木
）
の

１２

１３

全
２
回

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
零
時　

分

１０

３０

※
希
望
者
の
み
、
午
後
１
時　

分
か
ら
１
時

２０

間
程
度
グ
ル
ー
プ
面
談
講
座
を
実
施
。

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容　

○
１
日
目
＝
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
も

う
一
度
働
き
た
い
あ
な
た
へ
「
再
就
職
実

現
に
向
け
て
〜
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
考

え
る
」　

○
２
日
目
＝
就
職
活
動
の
ポ
イ

ン
ト
、
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
を
書
い
て

み
よ
う

●
講
師　

近
藤
敏
子
さ
ん
（
人
材
派
遣
会
社

代
表
取
締
役
）、多
治
見
公
共
職
業
安
定
所

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

●
受
講
料　

無
料

※
託
児
希
望
者
は
、
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
・
問
合
先　

商
工
観
光
課

里
山
ク
ラ
ブ
可
児 

森
の
学
校
へ
来
ま
せ
ん
か

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
里
山
ク
ラ

ブ
可
児
」
は
、
里
山
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る

講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
土
）

１５

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
零
時　

分

３０

３０

●
場
所　

我
田
の
森
（
久
々
利
）

●
内
容　

木
の
枝
を
使
っ
て
、
森
の
妖
精
コ

ロ
ボ
ッ
ク
ル
作
り

●
対
象
者　

小
学
生
親
子

●
定
員　
　

組
程
度
（
先
着
順
）

１０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
月
）

１０

　

申
込
・
問
合
先　

環
境
課

生
ご
み
エ
コ
サ
ー
ク
ル 

生
ご
み
処
理
器
を
作
ろ
う

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
生
ご
み
エ

コ
サ
ー
ク
ル
」
は
、
段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
て

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
生
ご
み
処
理
器
の
作

り
方
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
・
祝
）

２３

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

桜
ケ
丘
公
民
館

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
代
）

　

申
込
・
問
合
先　

環
境
課

可
児
市
観
光
協
会 

 　

今
渡
ダ
ム
上
流
か
ら
兼
山
に
か
け
て
木
曽

川
を
屋
形
船
で
遊
覧
す
る
、
木
曽
川
舟
遊
び

の
船
上
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
活
動
内
容　

船
内
で
観
光
、
木
曽
川
の
自

然
な
ど
を
紹
介
す
る

●
運
航
予
定　

年
間
を
通
じ
て
春
・
秋
の　
２０

日
間
、
１
日
２
回
の
運
航

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
応
募
条
件　

原
則
と
し
て
運
航
期
間
中
に

参
加
で
き
、
実
地
研
修
に
も
参
加
可
能
な

人
（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
応
募
方
法　

は
が
き
に
「
舟
遊
び
案
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
可
児
市
観

光
協
会
（
〒
５
０
９
�
０
２
９
２
可
児
市

広
見
１
�
１
）
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
木
）
必
着

２０

※
活
動
に
対
す
る
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
合
先　

可
児
市
観
光
協
会
事
務
局
（
商

工
観
光
課
内
）

木
曽
川
舟
遊
び
の

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

募
集 

In
vitation
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

８
時　

分
〜

３０

※
講
習
時
間
の　

分
前
に
は
受
け
付
け
を
済

１０

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
先　

同
連
盟
事
務
局 
�
�
８
６
０
０

可
児
商
工
会
議
所　

世
紀
ク
ラ
ブ 

２１

わ
が
ま
ち
の
良
い
と
こ
探
し

　

可
児
商
工
会
議
所　

世
紀
ク
ラ
ブ
・
地
域

２１

良
い
と
こ
探
し
研
究
会
は
、
歴
史
や
文
化
な

ど
可
児
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
文
と
絵
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学

生
お
よ
び
高
校
生

●
作
品
規
格　

作
文
の
文
字
数
、
絵
の
大
き

さ
は
自
由
（
１
人
５
点
ま
で
応
募
可
）

●
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
書
い
た
紙
と
作
品
を
、

郵
送
で
可
児
商
工
会
議
所
（
〒
５
０
９
�

０
２
１
４
広
見
１
�
５
可
児
市
総
合
会
館

内
）
に
提
出
す
る
か
、
直
接
持
参
す
る

●
応
募
締
切　

９
月　

日
（
木
）
当
日
消
印

２０

有
効

●
表
彰　

優
秀
作
品
５
点
に
賞
品
を
贈
呈

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
す
べ
て
の
応
募
作
品
を
、
９
月　

日
（
日
）

３０

に
福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）で
開
催
予
定
の

「
ザ
・
企
業
展
ｉ
ｎ
可
児
」
会
場
に
掲
示
し

ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作
品
を
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
可
児
で
発
表
し
ま
す
。

　

問
合
先　

同
会
議
所　

世
紀
ク
ラ
ブ

２１

 

�
�
０
０
１
１

可
児
市
体
育
連
盟 

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
に
は
、
事

前
に
講
習
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。
受
講
を

希
望
す
る
人
は
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

●
期
日
と
時
間

●
場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
、
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
必
要
が

な
い
よ
う
に
）

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

で
申
し
込
む
（
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
込
開
始
日
時　

９
月　

日
（
火
）
午
前

１１

時　間期　日

午後７時～９時１０月６日（土）

午前１０時～正午１０月１２日（金）

午後７時～９時

１０月２０日（土）

１０月２８日（日）

内　　　容場　　所時　　間期　　日回

気功を体験しよう

総合会館
（市役所向かい）

午前９時～正午１０月３日（水）１

五感体操を体験しよう

午前９時３０分～１１時３０分

　　１０日（水）２

太極拳を体験しよう　　１５日（月）３

筋力・バランスアップで転倒予防　　１８日（木）４

バスでウオーキング　妻籠～馬籠宿ふれあいパーク・緑の丘
（羽崎・集合場所）

午前８時～午後５時　　３１日（水）５

里山・森林整備を体験しよう午前８時３０分～正午１１月８日（木）６

ヨーガを体験しよう総合会館午前９時３０分～正午　　１９日（月）７

　可児市健康づくり運動普及推進協議会は、「中高年のための楽・ラク健康教室」の受講生を募集します。
●期日・時間・場所など

●対象者　定年を迎える男女５５～６５歳で、７回すべてを受講できる人
●定員　２５人（抽選）
●参加費　無料
●申込方法　往復はがきの往信裏面に「中高年のための楽・ラク健康教室」、郵便番号、住所、氏名、生年
月日、年齢、性別、電話番号を記入し、健康増進課あてに送る

●申込締切　９月１３日（木）必着
●問合先　健康増進課

定年後の健康づくりを
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●
内
容　

簡
易
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
ラ
ジ

オ
体
操
の
講
習

●
講
師　

多
胡
肇
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体

操
指
導
者
）

●
対
象
者　
　

歳
以
上
で
、
２
回
と
も
参
加

６５

で
き
る
人

●
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
先
着
順
）

３０

●
参
加
費　

無
料

　

申
込
・
問
合
先　

い
き
い
き
長
寿
課

敬
老
事
業 

長
寿
を
お
祝
い

　

市
は
、
平
成　

年
度
敬
老
事
業
を
次
の
通

１９

り
実
施
し
ま
す
。

百
歳
・
白
寿
（　

歳
）
到
達
者
表
敬
訪
問 

９９

　

９
月
初
旬
に
行
い
ま
す
。

米
寿
（　

歳
）
到
達
者
お
祝
い 

８８

　

９
月
中
に
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
兼
山
振

興
事
務
所
ま
た
は
連
絡
所
か
ら
届
け
ま
す
。

▽
対
象
者　

大
正
８
年
４
月
１
日
か
ら
大
正

９
年
３
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

３１

い
き
い
き
長
寿
の
つ
ど
い 

　
　

歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
に
、
楽
し
い
ひ
と

７５
時
を
過
ご
し
て
も
ら
う
「
い
き
い
き
長
寿
の

つ
ど
い
〜
宝
寿
の
賀
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日　
　

月
４
日
（
木
）

１０

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
（
受
け
付
け
は

３０

午
後
零
時　

分
〜
）

３０

▽
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

▽
内
容　

祝
賀
式
典
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン（
歌

謡
シ
ョ
ー
、
漫
談
）
な
ど

▽
対
象
者　

昭
和
７
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

問
合
先　

い
き
い
き
長
寿
課

国
土
交
通
省 

ふ
れ
あ
い
懇
談
会
を
開
催

　

国
土
交
通
省
は
、
木
曽
川
・
長
良
川
・
揖

斐
川
の
今
後　

〜　

年
間
の
河
川
整
備
の
内

２０

３０

容
を
定
め
る「
河
川
整
備
計
画
」を
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
案
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
場
と
し
て
「
ふ
れ
あ

い
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
土
）

１５

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

●
場
所　

可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市
古

井
町
）

※
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
美
濃
太
田
駅
前
か
ら
午
前

９
時
に
会
場
行
き
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
。

　

問
合
先　

国
土
交
通
省
新
丸
山
ダ
ム
工
事

事
務
所
調
査
設
計
課 

�
�
４
１
７
３

自
殺
予
防
週
間 

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
１
週
間
は
自

１０

１６

殺
予
防
週
間
で
す
。
心
の
健
康
に
関
す
る
問

題
は
誰
の
身
に
も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。

家
庭
や
地
域
、
職
場
に
お
い
て
精
神
疾
患
や

そ
れ
に
よ
る
自
殺
へ
の
理
解
を
深
め
、
ひ
と

り
で
悩
ん
で
い
る
人
が
周
囲
に
相
談
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
は
月
に
２
回
、
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

を
開
催
し
、
心
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
精

神
保
健
福
祉
士
や
保
健
師
が
応
じ
て
い
ま

す
。
９
月
の
開
催
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
期
日
・
場
所　

○
９
月　

日
（
金
）
＝
福

１４

祉
セ
ン
タ
ー（
今
渡
）　

○
９
月　

日（
金
）

２８

＝
久
々
利
公
民
館

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

申
込
・
問
合
先　

福
祉
課

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番 

悩
み
事
は
相
談
を

　

岐
阜
地
方
法
務
局
は
、
い
じ
め
、
体
罰
、

虐
待
な
ど
、
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、「
全
国
一

斉
子
ど
も
の
人
権
電
話
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
月
・
祝
）
〜　

日

１７

２３

（
日
・
祝
）

●
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時
（　

３０

２２

日
・　

日
は
午
前　

時
〜
午
後
５
時
）

２３

１０

●
相
談
専
用
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１

２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

　

問
合
先　

同
局
人
権
擁
護
課

 

�
０
５
８
（
２
４
５
）
３
１
８
１

市
政
見
学
バ
ス 

市
内
を
バ
ス
で
巡
ろ
う

　
「
文
化
と
創
造
」を
テ
ー
マ
に
市
内
の
公
共

施
設
を
見
学
す
る
、
市
政
見
学
バ
ス
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　
　

月
３
日
（
水
）

１０

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時
（
午

４０

前
９
時　

分
集
合
）

３０

●
集
合
場
所　

中
恵
土
公
民
館

●
対
象
者　

一
般
成
人
（
乳
幼
児
は
同
伴
で

き
ま
せ
ん
）

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

●
コ
ー
ス　

可
児
郷
土
歴
史
館
↓
兼
山
歴
史

民
俗
資
料
館
↓
蘭
丸
ふ
る
里
の
森（
昼
食
）

↓
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
↓
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
可
児

※
昼
食
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

９
月　

日
（
金
）

１４

　

申
込
・
問
合
先　

市
政
情
報
課

介
護
予
防
推
進
の
つ
ど
い 

あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
何
歳
？

　

市
は
、
一
人
ひ
と
り
の
体
力
年
齢
の
測
定

や
、
健
康
体
操
の
指
導
を
行
う
「
介
護
予
防

推
進
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）、　

月　

日
（
日
）

３０

１１

２５

の
全
２
回

●
時
間　

○
午
前
コ
ー
ス
＝
午
前
９
時
〜　

○
午
後
コ
ー
ス
＝
午
後
１
時
〜

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

案
内 

G
u

id
an

ce
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●
助
成
額　
　

万
５
０
０
０
円

１９

　

問
合
先　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

合
同
無
料
相
談
会 

気
軽
に
相
談
を

　

美
濃
加
茂
公
証
役
場
、
岐
阜
県
行
政
書
士

会
可
茂
支
部
、
岐
阜
県
司
法
書
士
会
中
濃
支

部
は
、　

月
１
日
の「
法
の
日
」お
よ
び　

月

１０

１０

１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
公
証
週
間
」
に
ち

な
ん
で
合
同
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

９
月　

日
（
日
）

３０

平
成　

年
度
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金 

１９

追
加
募
集
分
の
助
成
事
業
を
決
定

●
団
体
名　

内
山
節
と
暮
ら
し
の
哲
学
を
語

る
会

●
事
業
名　

内
山
節
と
暮
ら
し
の
哲
学
を
語

る
●
事
業
概
要　

哲
学
者
の
内
山
節
さ
ん
を
招

き
、自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
直
し
、

考
え
、
議
論
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
創

出
す
る

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

●
場
所　

美
濃
加
茂
市
文
化
会
館
（
美
濃
加

茂
市
島
町
）

●
内
容　

公
正
証
書
に
よ
る
遺
言
・
賃
貸
借

な
ど
の
契
約
、
農
地
法
・
建
設
業
法
な
ど

官
公
庁
提
出
書
類
作
成
、
不
動
産
・
商
業
・

法
人
登
記
、
多
重
債
務
問
題
な
ど

　

問
合
先　

岐
阜
県
行
政
書
士
会
可
茂
支
部

の
相
馬
さ
ん 

�
�
０
０
４
７

休
日
の
歯
科
診
療 

９
月
の
休
日
歯
科
診
療
当
番

　

必
ず
電
話
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
歯
科
医
院
名　

○
９
月　

日（
月
・

１７

祝
）
＝
長
瀬
歯
科
（
御
嵩
町
中
・
�
�
３

７
３
３
）　

○
９
月　

日
（
月
・
振
休
）
＝

２４

芳
村
歯
科
医
院
（
菅
刈
・
�
�
７
７
８
８
）

●
診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

問
合
先　

健
康
増
進
課

資源集団回収にご協力を
９月１１日（火）、２３日（日・祝）
午前９時～午後３時日　　時

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレー、発泡ス
チロール、紙類（紙パック、段ボー
ル、紙容器、新聞、雑誌、チラシ）
※新聞とチラシは分ける。

回収品目

可児市エコドーム
（姫ケ丘・可児工業団地内）

場　　所

4期
●国民健康保険税
介護保険料

※10月1日までに納めましょう。

9月の税金 

　市は、特色ある良好な景観の形成に
よるまちづくりを進めるため、「可児市
景観計画」を策定しています。計画は、
広く市民各層の意見を反映させるた
め、学識経験者、各種団体の代表、市
民公募委員で「景観計画策定委員会」
を設け、原案を策定してもらいます。
　８月２日（木）、第１回目の景観計画

策定委員会が中恵土公民館で開催されました。山田市長から各委員へ
委嘱状が交付され、早速、良好な景観形成によるまちづくりについて
意見交換が行われました。任期は平成２１年３月末で、景観条例の制定
までご尽力いただく予定です。
　８月２３日（木）には、第２回景観計画策定委員会が開催され、「良
好な景観形成に関する方針」について熱心に検討されました。
　策定委員会は、情報公開条例に基づき会議を公開しています。次回
は下記の日程で開催しますので、お気軽に傍聴にお越しください。
　第３回景観計画策定委員会　
�期日　９月２５日（火）
�時間　午後３時から２時間程度
�場所　総合会館（市役所向かい）
●問合先　都市計画課

良好な景観によるまちづくり良好な景観によるまちづくり　第3回第3回

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類
粗大ごみ収集地区

１９貉２６貉
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

１０豺２７貅今渡・土田

１７豺１０豺菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２７貅２０貅東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

２４豺１９貉
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

２５貂１８貂
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

２１貊１４貊
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

２８貊２１貊
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

※９月のガラス類・瓶資源・紙容器、陶磁器類
の資源収集日は、広報かに８月１５日号に掲
載しています。

9月のごみ・リサイクル資源収集日

景観計画策定委員会を開催

第１回策定委員会の様子



広報かに ２００７.９.１��

こども相談
●期日　９月１３日（木）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　乳幼児を持つ人

３種混合（初回・追加）

●対象者　生後３カ月以上９０カ月未
満の乳幼児　※１期初回は３～８週
間の間隔で接種　※１期追加は初回
（３回目）終了後１年～１年半の間隔
で接種

ポリオ
●期日と場所　○９月１２日（水）＝
土田公民館　○９月１４日（金）＝広
見東公民館　●受付時間　２時～２
時３０分　●対象者　生後３カ月以上
９０カ月未満の乳幼児　※２回目投与
は、１回目との間隔を６週間以上空
けてください。

ＢＣＧ
●期日　９月１９日（水）　●受付時間
１時３０分～１時５０分　●場所　保健
センター　●対象者　１９年６月１日
～１５日生まれ

離乳食モグモグ教室
●期日　９月２６日（水）　●受付時間
９時４５分～１０時　●場所　総合会館
（市役所向かい）　●対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　●持ち物
エプロン、三角きん、手ふき●申込
締切　９月１９日（水）　●申込先　健
康増進課

母子健康手帳交付
●期日　毎週金曜日　●受付時間
９時１５分～９時３０分　●場所　保健
センター

あこがれママ教室
●期日　○２課＝９月１４日（金）　○３
課＝９月２１日（金）　●受付時間９時
～９時１０分　●場所　保健センター
●内容　○２課＝歯の衛生（歯ブラ
シ、手鏡、コップを持参）、妊娠体操（運
動のできる服装、飲み物を持参）○
３課＝臨月からお産、乳房の手当て

献血

乳児健康診査・離乳食相談
●期日と対象者　○９月１１日（火）
＝１９年４月１６日～４月３０日生まれ
○９月２１日（金）＝１９年５月１日～
５月１５日生まれ　●受付時間　１時
～１時１５分　●場所　保健センター

１歳６か月児健康診査
●期日と対象者　○９月１２日（水）
＝１８年２月１日～２月１５日生まれ
○９月２０日（木）＝１８年２月１６日～
２月２８日生まれ　●受付時間　１時
～１時１５分　●場所　保健センター
※虫歯予防と食生活についてもお話
します。

３歳児健康診査
●期日　９月１８日（火）　●受付時間
１時～１時１５分　●場所　保健セン
ター　●対象者　１６年８月１６日～３１
日生まれ

乳児健診・１歳６か月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付
に用意しています。番号札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　●問合先　健康増進課

住宅（建築）相談
●期日　９月１４日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所２階仮設相
談コーナー　●問合先　建築指導課

行政相談
●期日　９月１４日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所２階仮設相
談コーナー　●問合先　総務課

生涯楽習相談
●期日　９月１８日（火）　●時間　１時
～４時　 ●場所　 桜ケ丘公民館
※学びや活動について年齢を問わず
気軽にご相談ください。　●問合先
生涯学習課

法律相談
●期日　９月１８日（火）、２５日（火）
●受付時間　１時～２時　●場所
福祉センター（今渡）　●相談員　弁
護士　●問合先　まちづくり推進課

発達と教育の相談会
●期日　９月１９日（水）　●時間　１時
３０分～３時３０分　●場所　総合会館
分室（ＪＲ可児駅西）　●申込方法
各幼稚園、各保育園、小中学校に備
え付けの相談申込書で申し込むか、
教育研究所へ電話で予約する　●問
合先　同研究所　��４８４１

景観相談
●日時　○緑化＝９月１８日（火）２時
～４時　○デザイン・色彩＝９月２０
日（木）２時３０分～４時３０分　●場
所　市役所２階仮設相談コーナー
●申込方法　都市計画課へ電話で予
約する　●問合先　同課

ことば・発達相談
●日時　平日の３時３０分～４時３０分
の間に電話で受け付け、予約　●場
所　養護訓練センター（可児警察署
西）　※お子さんの言葉と発達につ
いて気軽に相談してください。
●申込・問合先　同センター　��
０２５５

精神保健福祉相談
●期日　９月１４日（金）　●時間　１時
３０分～４時３０分　●場所　福祉セン
ター　●申込方法　福祉課へ電話で
予約する　※心の病気や悩みの相談
を受け付けます。　●問合先　同課

人権・困りごと相談
●期日　９月１４日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　図書館本館（広見）
●相談員　人権擁護委員　●問合先
まちづくり推進課

心配ごと相談
●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　福祉センター（今
渡）　●相談員　行政書士・司法書
士、民生児童委員　●問合先　市社
会福祉協議会　��１５５５

消費生活相談
●期日　毎週月・水・金曜日　●場
所　市役所２階仮設相談コーナー
●時間　９時３０分～２時３０分　●問
合先　商工観光課

場　所受付時間期　日

可茂准看護学校
（今渡）

１０時～１２時３０分
１時３０分～４時

９／１４
（金）

ユニー可児店
（中恵土）

１０時～１時
２時～４時

９／２５
（火）

場　所受付時間期　日

下恵土公民館２時～２時３０分９／１３（木）

桜ケ丘公民館２時～２時３０分９／２０（木）

保健センター１時３０分
～２時３０分９／２５（火）



��

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） 

No.15
男女共同 

●問合先　まちづくり推進課 

 

　ワーク・ライフ・バランスとは、「老若男女誰もが、仕

事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発などさまざまな

活動について、自ら希望するバランスで展開できる状態」

のことをいいます。しかし現状は、長時間労働や柔軟性に

乏しい就業環境などの問題により、個人にとって希望する

形で多様な活動にかかわることが難しく、その影響が家庭

や地域社会に対しても及んでいます。 

　平成19年版男女共同参画白書（内閣府）では、男女とも

に仕事と生活のバランスを取りたいという理想に対し、現

実には仕事優先になっているという結果が出ています。

1980年代に男性片働き世帯数が共働き世帯数の2倍近くで

あったものが、1990年代には共働き世帯数が上回り、現在

も増加傾向にあります。しかし、男性の家事・育児・介護

等にかかわる時間は、妻の就業状況にかかわらず30分程度

と非常に短く、週60時間以上働く者の割合が、男性は30歳

代が最も高くなっています。 

　労働力人口が減少するなか、男女が仕事にも家庭生

活にもバランスよく参画できるような職場環境であれば、

企業にとっては優秀な人材を確保でき、生産性の向上

にもつながります。働く側にとっても、労働意欲や生

活満足度を高めることになるのです。ワーク・ライフ・

バランスの推進は、仕事と育児の両立支援策としての

みとらえるのではなく、働く男女すべてにとっての問

題であることを認識することが必要です。 

　あなたの仕事と生活は、調和が取れていますか？ 

参考：内閣府男女共同参画局ホームページ 

http：//www.gender.go.jp/main_contents/ 

　　　　　　　framedata/link/sankaku-kaigi.html 

●問合先　総合政策課 

No.15

夏こそ規則正しい食生活を！！ 
～今年は夏バテ知らず～ 
夏こそ規則正しい食生活を！！ 
～今年は夏バテ知らず～ 

●豚肉・卵 
疲労回復に重要なビタ 
ミンB群がたっぷり 

●香草野菜・ 
　スパイス 
刺激で食欲増進 

●梅・レモン・酢 
酸味が食欲増進・ 
疲労回復 

●野菜・きのこ類 
ビタミン類が豊富 

　病気ではないけれど暑さのせいで何となく体調が悪くなる
のが「夏バテ」です。湿気が多く汗をかきやすい夏は、体力
を消耗するだけでなく、ミネラルやビタミンも失われます。
「夏バテ」を防ぐためには栄養補給が大切です。 
□こんなことに気を付けよう 
1．バランスの良い食事を心掛けましょう 
　良質のたんぱく質やビタミン、ミネラルなどの栄養素をバ
ランスよく取ることが大切です。特にビタミンB群は疲労回
復を促します。食欲がないときでも「量より質」で乗り切り
ましょう。 
2．冷たい飲み物はさけましょう 
　水分のガブ飲みは胃液を薄めてしまったり、分泌を低下さ
せてしまい食欲ダウンの原因にもなります。甘い飲み物は血
糖値を上げ食欲不振の原因にもなります。利尿作用のあるビ
ールなどのアルコール類も脱水状態を招き要注意です。 
3．香草野菜やスパイスなどで食欲を増進させましょう 
　にんにく、しょうが、カレー、唐辛子などの香りのある食
材などは、胃の粘膜を刺激し、食欲を増進させます。新陳代
謝を活発にして血行を良くする働きもあります。 

4．規則正しい食生活を 
　食事の時間が不規則になると、食べたものを消化し栄養と
して蓄えるといった胃腸の働きが抑制されます。三食をきち
んと決まった時間に取るようにしましょう。 
□こんな食材で暑さに負けない身体づくり！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
バランスのとれた食事・規則正しい生活・十分な睡眠で夏を
乗り切りましょう！ 
●問合先　健康増進課 

　ことし7月、友好都市提携を結んでいる北マリアナ諸島連邦ロタ島

へ親善大使6人が訪問しました。今回は島の伝統料理「チキンケラ

グエン」を紹介します。 

【材料】とりむね肉1枚、ししとう3本、たかの爪1本、細切りココナッツ（製

菓材料コーナーにおいてあるもの）大さじ1、レモン絞り汁1個分、塩

小さじ1／2　※ししとう、　たかの爪はみじん切り 

【作り方】とりむね肉を蒸し焼きし、手でほぐす。ボールに材料をす

べて加えてまぜ合わせ、1時間程度ねかせたらできあがり。 

【伝統ソース　Finadene Sourse （フィナデニソース）】 

　チキンケラグエンのほか、刺身やサラダのドレッシングとしてもよく

食されています。材料は次のとおり。 

しょうゆ1／4カップ、レモンジュース1

／4カップ、青ねぎ又は玉ねぎのみじ

ん切り、砕いた唐辛子小さじ1／2



広報かに ２００７.９.１��

　市議会議員選挙では、開票速報がと
ても速報と呼べる内容とならず、多くの
市民の方から苦情をいただきました。 
　情報提供を担当する者として、深く反
省する結果となりました。 
　開票速報の反省点はいくつかありま
すが、今回、残り約５％の未確定な票の
確定作業に予想以上の時間を費やしま
した。参議院選挙との同日選挙という
事情もありましたが、審査や判定を経な
いと発表できない、疑問票の多さに、時
計の針を睨みながら、茫洋としました。 
　今回の開票は、自書式による選挙に
潜む不確定要素を再認識する機会とな
りました。　　 （雅） 

広報かには、ボランティアグループ
により音訳されています。音訳版の
広報を希望する人は、図書館本館に
ご連絡ください。 

編集後記 

●「布芸術、アプリケの世界」展 
　９／７（金）～９／１９（水） 
●「みんなで健康づくり」展 
　９／２２（土）～１０／１４（日）（本館） 
●「読みくらべ絵本」展 
　９／１（土）～９／２７（木）（帷子分館） 
●「バラの歴史と物語」展 
　９／１（土）～９／２７（木）（桜ケ丘分館） 

【一般書】 
『中田英寿誇り』小松成美／著（幻冬舎） 
『しみじみ読むイギリス・アイルランド文学』阿部公彦／編（松柏社） 
『僕がいちばん願うこと』羽仁進／著（岩波書店） 
『イギリスの夫婦はなぜ手をつなぐのか』井形慶子／著（新潮社） 
『対論・筑紫哲也　このくにの姿』 

TBSニュース２３製作スタッフ／編（集英社） 
【児童書】 
『まほうつかいのでし』大石真／文・柳原良平／絵（学研） 
『ムックとチャッピーはじめてのかわあそび』 

みぞぶちまさはる／作・絵（ひさかたチャイルド） 
『観察と実験でもっとわかる！！天気のしくみQ&A』森田正光／監修（学研） 

図書館だより 
本　　　館　蕁烝5120 
　　　　　　（火曜～金曜　午前１０時～午後７時） 
　　　　　　（土曜・日曜　午前１０時～午後５時） 
帷 子 分 館　蕁烽8530 
桜ケ丘分館　蕁焉3473 
　　　　　　（分館は全日　午前９時～午後５時） 
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内 

新しく入った本 

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

　～有害サイトアクセス制限～ 
子どもの有害サイトアクセスの被害やフィルタリ
ングによる防御策を紹介します。 
★シリーズ：我ら！多文化共生 

9／1（土）～7（金） 

●フィルタリングって？ 

　年齢を重ねながら、元気いっぱいの高齢者を紹
介し、元気の秘訣を尋ねます。 
★シリーズ：好きなのはカニダー 

9／8（土）～14（金） 

●ますますがんばる高齢者 

　小中学生のレポーターが、各務原市にある「ア
クア・トトぎふ」を訪れ、普段見ることのできない
水族館の裏側をお見せします。 
★シリーズ：図書館めぐり 

9／15（土）～21（金） 

●うるおいライフ 

　市内の防災訓練の様子を伝え、防災に関する
意識の高揚と防災行動力の向上を図ります。 
★シリーズ：学校めぐり 

9／22（土）～28（金） 

●そなえあれば　～防災訓練～ 

　可児の里芋に焦点を当て、里芋にかかわる人々
を紹介し、地元農業の活性化や地産地消につい
て考えます。 
★シリーズ：我ら！多文化共生 

9／29（土）～10／5（金） 

●里芋　～可児の土の恵み～ 

ケーブルテレビ可児 （アナログ7ch、デジタル177ch ）で毎日放映中！！ 

 

●FMでんでん 

【日時と場所】 
○本館・帷子分館　毎週土曜日　午後２時～ 
○桜ケ丘分館　毎週土曜日　午前１１時１０分～ 
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の紹介など 

かにっ子タイム 

【日時と場所】 
○本館　第２・４木曜日　午前１１時～ 
○帷子分館　第２・４木曜日　午前１０時３０分～ 
○桜ケ丘分館　第１・３・５水曜日　午前１０時～ 
【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、歌遊びなど 

ちびっこかにっ子タイム 

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。 
ぜひお聞きください。 

「FMでんでん」にて放送！ 

76．8MHｚ 毎週月～金曜日 
午前9時～9時15分 
午後5時～5時15分（再放送） 

７：３０・１２：００・１９：００・２０：３０・２２：００ 
（土・日曜日は１４：００にも放送） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

KANI city インフォメーション 

夏こそ規則正しい食生活を！！ 
～今年は夏バテ知らず～ 

【本館】３日（月）、１０日（月）、１８日（火）、２５日（火）、 
　　　２８日（金）、１０月１日（月）～１０月５日（金） 
【分館】毎週月曜日、１８日（火）、２３日（日）、２８日（金）、 
　　　１０月１日（月）、１０月３日（水）～５日（金） 

休館日 

　　　　　　 ※9月28日（金）は館内整理日 

　　10月3日（水）～5日（金）は特別整理のため、 
　　全館臨時休館します。 

● 9／11（火） 
可児川苑････････････････････････････････････ 1：30～2：00 
日本ランド公民館･･･････････････････････・･･ 2：10～2：30 
帷子小学校･････････････････・・・・・・・・・・・・････ 2：50～3：30 
ふれあいセンター長坂････････････････････ 3：40～4：30 
● 9／12（水） 
愛岐ケ丘五丁目公園･････････････････・････ 2：10～2：40 
春里小学校･･････････････････・・・・・・・・・・・・･･･ 2：50～3：30 
愛岐ケ丘中央公園･･･････････････････・・・・･･ 3：45～4：30 
● 9／13（木） 
兼山小学校･････････・・・・・・・・・・・・････････････ 1：10～1：50 
兼山公民館･･････････････････・・・・・・・・・・・・･･･ 2：10～3：00 
● 9／14（金） 
春里連絡所・公民館･･･････・・････・･･････････ 2：10～2：50 
光陽台四丁目公園･･････････・・・・･･･････････ 3：00～3：40 
西可児中学校･･････････・・・・･････････・・・・・･･ 3：50～4：30 
● 9／19（水） 
柿下公民館･････････････・・・・・・・・・・・・・････････ 1：30～2：00 
緑ケ丘二丁目バス停･･･････････････・･･････ 2：10～2：50 
広見東連絡所・公民館･････････････････････ 3：05～3：30 
東明小学校･･････････････････････････････・・・ 3：45～4：30 
● 9／20（木） 
みずきケ丘三丁目公園････････････････････ 1：30～2：00 
今公民館･･･････････・・・・・・・・・・・・・・・･･････････ 2：10～2：40 
清水ケ丘集会所･････････････････・・・・・・・････ 2：55～3：30 
南帷子小学校･･･････････････････・・・・・・・・・・･･ 3：45～4：30 
● 9／21（金） 
奥山台あすなろ公園･････････・・････････････ 1：30～2：05 
星見台･････････・・・・・・・・・・・・・・・・・・････････････ 2：20～2：50 
松伏団地････・・・・・・・・・・・・・・・･････････････････ 3：05～3：35 
旭小学校･･････････････････・・・・・・・・・・・・・・・･･･ 3：50～4：30



��

　 

 

休耕田に広がる白い花のじゅうたん。ソバの花です。 
空の高さとともに、私たちに秋の始まりを教えてくれます。 （二野） 

　７月に行われた全日本少年剣道錬成大会小学生団体
の部で、各都道府県で予選を勝ち抜いた全国５４８チー
ムの頂点に立ちました。 
　剣道を始めたのは、それぞれ幼稚園から小学校１年生
の時。以来ずっと、週に３～５回の練習を続けてきました。
夏の練習やかかり稽古は特につらいけれど、試合が楽し
いそうです。 
　日本武道館での大会では、「はじめは緊張していまし
たが、徐々に楽しんで試合ができました」「先生のアド
バイスを守ることを心掛け、臨機応変に戦う事ができま
した」と目標だった優勝を遂げ、自信を持って答えてく
れました。 
　中学生になっても続けたいという４人の、背筋がピン
と伸びた姿に、暑い道場内でも爽やかな風を感じました。 

ソバの花 
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広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 VOC成分 

ゼロ 

表紙の人 大橋優雅君、桂川諒也君、纐纈梨緒さん、 
 大野祐史君 
 （八百津町野上　明珠館道場にて） 

ソバの花 


